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|原著|
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犬と猫の腫蕩発生状況調査
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1)香川県 開業(四国動物医療センター:干 76ト0701 木田郡三木町池戸3308-5)

2)ト初日本臨床獣医学フォーラム(干 151-0051 渋谷区千駄ヶ谷5-21-5)

3)附四国細胞病理センター(〒 761-0303 高松市六条町712-1)

(2015年 12月14日受付・ 2016年5月16日受理)

要 約

国内でおもに l次診療を実施している動物病院26施設(北海道2，東北3，関東 11，中部2，近畿3，四国1，九州 2，

沖縄2)に初診で来院した犬及び猫の腫蕩の発生状況を調査した犬では初診19，870例中 1，902例 (9.6%に猫の初

診6，008例中 334例 (5.6%)が腫蕩症例であった.確定診断された悪性腫蕩は犬では肥満細胞腫，リンパ腫，悪性黒

色腫が上位を占め，猫では，リンパ腫，悪性乳腺腫蕩 扇平上皮癌が上位を占めた.腫蕩症例のおよそ 50%が腫蕩を

主訴に来院していた.犬と猫の両方で，高齢で悪性腫蕩が多い傾向がみられた.また犬では，大型犬種に悪性腫蕩が多

い傾向がみられた一一キーワード:猫，犬，腫蕩発生状況調査.

犬または猫における腫蕩発生に関する調査は，国外で

はいくつかみられるものの口一3]. 本邦での大規模な

調査は少ない [4，5]. さらに，これら国内外における

報告は，大学病院などの2次診療施設を受診，あるいは

診療保険に加入した動物群についての調査である.2次

診療施設では， 1次診療施設で診断や治療が難しい症例

や特殊な症例が集まる傾向にあり，保険加入群の調査に

も偏りがあると考えられる.

そこで¥国内における犬と猫の腫蕩発生の実態を把握

することを目的に，おもに 1次診療を業務とする動物病

院を対象に，国内における腫湯症例の来院実態を調査し

た.

材料及び方法

調査方法:ト掛日本臨床獣医学フォーラムの幹事が開

設し， 1次診療を業務とする病院を対象に調査を行った

北海道2施設，東北3施設，関東 11施設，中部2施設，

近畿3施設，四国 I施設，九州、12施設，沖縄2施設の計

26病院で調査を実施したただし日本獣医がん学会

I種認定医が診療を担当し， 1次診療のみならず紹介診

療を行う，いわゆる1.5次診療施設が2病院含まれてい

た.

十連絡責任者:入江充洋(四国動物医療センター)
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調査は， 2012 年 2 月 ~2013 年 l 月に予防や検診を除

色主訴を伴って来院した初診症例(犬:19，870例，

猫:6，008例)を対象とした初診症例の定義は，初め

て各病院に来院した症例と，過去の通院歴はあるが今回

新たな主訴にて来院した症例とした.

なお， 1.5次診療施設では紹介症例は除外した

今回の調査において，細胞診評価は 26施設中 21施

設で 1名の日本獣医病理学専門医が在籍する検査セン

ターで， 2施設は検査センターに依頼し日本獣医病理学

専門医ではない獣医病理診断医が， 3施設で院内獣医師

が細胞診評価を実施したまた，病理組織学的検査は全

施設で， 1名以上の日本獣医病理学専門医が在籍する検

査センターで診断した.

腫蕩主訴率:飼い主が腫蕩並びに腫蕩を疑うと判断し

来院された場合を腫蕩主訴来院とし，全腫蕩来院症例に

対する腫蕩主訴来院の割合を腫湯主訴率と定義した

統計解析:統計解析には統計解析ソフト (Stata，(槻

ライトストーン，東京)を用いてWelchのt検定により，

P<0.05を有意差ありと判断した

成 績

腫湯症例:腫蕩症例は，犬で 1，902例(1，902/19，870: 

干76ト0701 木田郡三木町池戸3308-5 n 087-864-4060 FAX 087-864-4070 E-mail: mac@vet.ne.j 
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表l 症例の概要

犬

調査頭数(例) 19，870 
腫蕩症例(例)(%) 1，902 (9.6) 

腫蕩確定診断例数(%) 755 (39.7) 

悪性腫蕩(例)(%) 349 (46.2) 

年齢中央値(範囲) 12歳4カ月

性別(例)(%) 
雄

去勢雄

雌

避妊雌

体重中央値(kg)
(範囲)

良性臆蕩(例)(%) 

年齢中央値(範囲)

性別(例)(%) 

雄

去勢雄

雌

避妊雌

体重中央値(kg)
(範囲)

(例数)

45 

40 

35 

30 

25 

。

(4カ月~
18歳5カ月)

72 (20.6) 

88 (25.2) 

76 (21.8) 

113 (32.4) 

11.1 
(1.8-45.5) 

406 (53.8) 

9歳6カ月
(1-17歳
9カ月)

64 (15.8) 

96 (23.7) 

125 (30.8) 

121 (29.8) 

8.3 
(1.4-53.2) 

猫

6，008 
334 (5.6) 

142 (42.5) 

99 (69.7) 

10歳7カ月
(1-18歳)

4 (4.0) 

38 (38.4) 
12 (12.1) 

45 (46.5) 

3.5 
(1.9-9.1) 

43 (30.3) 

10歳1カ月
(11カ月~
16歳4カ月)

4 (9.3) 
15 (34.9) 
6 (14.0) 

18 (41.9) 

4.5 
(2.6-8.6) 

0-3 3-6 6-9 9-12 12-15 15以上

年齢

図l 犬と猫における良性腫蕩と悪性腫蕩の年齢分布

9.6%)，猫で334例 (334/6，008: 5.6%)であった こ

のうち， 1.5次診療施設の初診症例数は，犬で 310例

(310/1，902: 16.3%)， ~苗で 36 例 (36/334 : 10.8%) 

であった.

腫蕩主訴率は，犬で54.4%，猫で47%であった

確定診断された犬の腫蕩症例は，腫蕩症例 1，902例中

755例 (39.7%)であっ た.そのうち， 悪性腫蕩は，

755例中 349例 (46.2%)で，性別は，雄20.6%，去勢

雄が25.2%，雌が21.8%，不妊手術済み雌が32.4%で

あり，年齢の平均は 10歳 5カ月齢 (範囲 :4カ月-18

歳5カ月齢)，年齢の中央値は12歳4カ月齢であった(表

表2 悪性腫蕩と診断された犬における犬種別比率

犬種 例数 (%)

雑種犬 68 (19.5) 
ミニチュアダックスフント 37 (10.6) 
ラブラドールレトリーノ〈ー 29 (8.0) 
ゴールデンレトリーパー 26 (7.4) 

ウエルシュコーギー 23 (6.6) 

ミニチュアシュナウザー 19 (5.4) 
シー・ ズー 17 (4.9) 

表3 犬と猫に多く認められた悪性臆蕩と良性腫蕩の種類

犬 例(%) 猫 例(%)

肥満細胞腫 54 (15.5) リンパ腫 44 (44.4) 
リンパ腫 51 (14.6) 悪性乳腺腫蕩 11 (11.1) 

悪性 悪性黒色腫 27 (7.7) 扇平上皮癌 9 (9.0) 
臆蕩
悪性乳腺腹蕩 21 (6.0) 骨肉腫 6 (6.1) 

扇平上皮癌 18 (5.2) 
.一一一一一一一一ーー一ー一一一一一一一ーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー

良性乳腺腫蕩 80(19.7) 皮膚肥満細胞 18 (41.9) 
腹

良性 脂肪臆 60 (14.8) 毛芽臆 7 (7.1) 

腫蕩 皮府組織球腫 18 (4.4) 耳垢腺l盛 2 (4.7) 

H工門周囲腺腫 14 (3.4) 
毛包上皮腫 8 (2.0) 

1).犬では6歳齢，猫では9歳齢以降に悪性腫蕩の発生

が多く，犬では 9-12歳齢，猫では 12-15歳齢で悪

性腫蕩発生率が最も高いピークを示した(図1).体重

の平均は 14.2kg(範囲:1.8-45.5kg)，体重の中央値

はl1.1kgであった.

悪性腫蕩と診断された犬種では，雑種犬 (68/349: 

19.5%)，ミニチュアダックスフント (37/349:10.6%)， 

ラプラドールレトリーパー (29/349: 8.0%)，ゴール

デンレトリーパー (26/349:7.4%)，ウエルシュコー

ギー (23/349・6.6%)が上位を占めた(表2). 

犬の悪性腫蕩では，肥満細胞腫 (54/349: 15.5%)， 

リンパ腫 (51/349・14.6%)，悪性黒色腫 (27/349: 

7.7%)，悪性乳腺腫蕩 (21/349: 6.0%)，扇平上皮癌

(18/349 : 5.2%)が上位を占めた (表3). リンパ腫の

位置からみた分類と悪性度分類を表4に示したリンパ

腫と診断されたなかで多中心性リンパ腫が49.0%を占

め，消化器型リンパ腫が21.6%と続いた悪性度分類

において，高悪性度リンパ腫と低悪性度リンパ腫の比率

は，それぞれ41.2%と45.1%であり，ほほ同率の発生

状況であった.

肥満細胞腫において，犬の皮膚肥満細胞腫における

Patnaikの分類 [6Jを用いた分類結果を表5に示した

Patnaik分類では，グレード IやEに比較してグレード

Eが29.6%と多くを占めた.

乳腺腫蕩と確定診断された犬における良性乳腺腫蕩と

悪性乳腺腫蕩の比較を表6に示した悪性乳腺腫蕩では

一一一469一一一一 日獣会誌 69 468-473 (2016) 



犬と猫の腫蕩発生状況調査

表4 リンパ腫と診断された犬と猫の位置からみた分類と
悪性度分類と解剖学的分類

犬 猫

例数(%) 例数(%)

低悪性度リンパ腫 23 (45.1) 5 (11.4) 

リンパ腫 中悪性度リンパ腫 2 (3.9) 5 (11.4) 

悪性度 高悪性度リンパ腹 21 (41.2) 17 (38.6) 
不明 5 (9.8) 17 (38.6) 

ー一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一ーー一一一一一一一一一一一一円ー一一一一一一一一一一一ーーー一一一ー

消化器型リンパ腫 11 (21.6) 20 (45.5) 
皮膚型リンパ腫 2 (3.9) 3 (6.9) 
多中心性リンパ腫 25 (49.0) 2 (4.6) 

解剖学的 鼻腔内リンパ腫 1 (0.2) 6 (13.6) 
分類 胸腺型リンパ腫 3 (5.9) 5 (11.4) 

腎臓型リンパ腫 。(0) 3 (6.8) 
不明 9 (17.6) 5 (11.4) 

1例のみ去勢雄が存在したが，悪性乳腺腫蕩も良性乳腺

腫蕩も避妊雌より雌に多く認められた

確定診断された腫蕩症例755例のうち良性腫蕩は406

例 (53.8%)で，性別は雄 15.8%，去勢雄23.7%，雌

30.8%，不妊手術済み雌29.8%でみられ，年齢の平均

は9歳4カ月齢(範囲:1~17 歳 9 カ月齢)，年齢の中

央値は9歳6カ月齢であった体重の平均は 11.6kg(範

囲:1.4~53.2kg)，体重の中央値は 8.3kg であった.

良性乳腺腫蕩 (80/406:19.7%)，脂肪腫 (60/406: 

14.8%に皮膚組織球腫 (18/406:4.4%)， sI門周囲腺

腫 (14/406:3.4%)，毛包上皮腫 (8/406:2.0%)が

上位を占めた(表2). 

確定診断された猫の腫蕩症例は，腫蕩症例 334例中

142例 (42.5%)であったそのうち悪性腫蕩は 99例

(69.7%)であり，雄4.0%，去勢雄38.4%，雌 12.1%，

不妊手術済み雌46.5%，年齢の平均は 10歳 11カ月齢

(範囲:1~18 歳齢)，年齢の中央値は 10歳7カ月齢で

あった(表1.図 1).体重の平均は， 3.9kg (範囲:1.9 

~9.1kg) ，体重の中央値は 3.5kg であった.

悪性腫蕩の 99例において，リンパ腫 (44/99: 

44.4%に悪性乳腺腫蕩 (11月9:11.1%)，扇平上皮癌

(9/99: 9.0%)，骨肉腫 (6/99: 6.1 %)が上位を占め

た(表3). 

リンパ腫症例の位置からみた分類と悪性度分類を表4

に示した猫のリンパ腫では，消化器型リンパ腫が

45.5%と最も多く，次いで鼻腔内リンパ腫 13.6%，胸

腺型リンパ腫 11.4%と続いた.悪性度分類では，高悪

性度リンパ腫が38.6%で低悪性度リンパ腫と中悪性度

リンパ腫が共に 11.4%であった.

猫の肥満細胞腫17例中1例のみが内臓型肥満細胞腫と

診断され悪性腫蕩群に含まれたその他の肥満細胞腫は

皮膚肥満細胞腫と診断されたため良性腫蕩群に分類した

確定診断された猫の良性腫蕩は，腫蕩症例 142例中

表5 肥満細胞腫と診断された犬の Patnaik分類結果

Patnaik分類

グレード I

グレードE

グレード皿

不明

比率

例数(%)

8 (14.8) 
16 (29.6) 
o (0) 
30 (55.6) 

表6 悪性乳腺腫蕩と良性乳腺腫蕩と診断された犬の比較

項目 悪性乳腺腫蕩 良性乳腺腫蕩

例数

年齢
(中央値(範囲)) 

体重(kg)
(中央値(範囲)) 

去勢雄(例数(%))

雌(例数(%))

避妊雌(例数(%))

21 
10歳5カ月
(5歳4カ月齢~
15歳)
5 (3.0~16.7) 

1 (3.8) 
12 (57.1) 
8 (38.5) 

80 
9歳8カ月
(3歳3カ月~
16歳5カ月)
7.6 (1.4~37.2) 

o (0) 
57 (71.3) 
23 (28.8) 

43例 (43/142: 30.3%)で，雄9.3%，去勢雄34.9%，

雌 14.0%，不妊手術済み雌41.9%でみられ，年齢の平

均は 10 歳 3 カ月齢(範囲 :11 カ月 ~16 歳 4 カ月齢)， 

年齢の中央値は 10歳1カ月齢であった体重の平均は

4.6kg (範囲:2.6 ~ 8.6kg)で体重の中央値は4.5kgで

あった腫蕩の種類は，度膚肥満細胞型肥満細胞腫

(18/43: 41.9%)，毛芽腫 (7/43:7.1%)，耳垢腺腫

(2/43: 4.7%)が上位を占めた.

腫蕩の存在または腫蕩を強く疑うが，確定診断に至ら

なかった例は，犬では，脂肪腫，乳腺腫蕩，皮膚腫蕩が，

猫ではリンパ腫，乳腺腫蕩，肺腫蕩，脂肪腫を疑う例が

上位を占めた.

統計解析:犬では悪性腫蕩群と良性腫蕩群の聞に年齢

と体重に有意差 (p=0.01)が認められた(図 2).また，

猫の悪性腫蕩群と良性腫蕩群の聞には年齢に有意な差が

認められた (P=O.Ol) (図 3). 

考 察

過去に，圏内では宮崎大学 [4Jや麻布大学 [5Jなど

2次診療施設から腫蕩発生状況の調査が報告されてい

る.今回の調査は， 15.5%の1.5次診療施設のデータが

含まれているが，おもに国内1次診療動物病院における

腫蕩発生状況調査であり，比較的偏りの少ない集団に基

づく結果と考えられ， 1次診療に従事する獣医師にとっ

て，より身近な結果と考えられた.

犬における腫蕩の発生は，乳腺腫蕩と脂肪腫並びに肥

満細胞腫が多く，これまでの海外の報告 [7Jや国内の

報告と異なる点であった.乳腺腫蕩が多くみられるこ

と，悪性乳腺腫蕩より良性乳腺腫蕩が多い傾向について

日獣会誌 69 468~473 (2016) 一一一470一一一
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図2 犬の良性腫蕩と悪性腫蕩における体重と年齢の比較
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悪性腫蕩良性腫蕩

図3 猫の良性腫蕩と悪性腫蕩における体重と年齢の比較

全症例の体重 (A) と年齢 (B) 矢印は中央値

悪性腫蕩良性腫蕩

犬において上位を占めた悪性腫蕩は，肥満細胞腫， リ

ンパ腫，悪性黒色腫であり，悪性黒色腫が多いことも海

外の報告と異なる点であった [1，3， 10].悪性黒色腫は

小型犬に多く発生する傾向がある ことが報告されてお

り，本邦での小型犬飼育率が高いことが影響していると

考えられた [11].

解剖学的位置からみたリンパ腫の分類において，犬で

は多中心性リンパ腫が多く，猫では消化器型リンパ腫が

多いという結果がみられたが，成書の記載 [12Jや，米

国の報告と同様であった[13，14]. 

は，早期に不妊手術を実施する欧米に比較して本邦では

早期の不妊手術実施率が低いことと，欧米に比較して小

型犬が多いことが関係している可能性が示唆された [5，

8，9].今回，犬の乳腺腫蕩において避妊雌より雌に多

いという結果は，上記の早期に不妊手術が実施されない

と乳腺腫蕩が発生しやすいという仮説を支持する結果と

考えられた.

また，脂肪腫や良性皮膚腫痛は， 1次診療施設が治療

対応し， 2次診療施設の調査に含まれないことから，本

研究結果が海外の報告と異なる要因と考えられた
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犬と猫の腫蕩発生状況調査

悪性度分類において，犬では低悪性度と高悪性度リン

パ腫がほぼ同率であり，猫では高悪性度リンパ腫が多い

という結果は興味深い結果といえる.これは，犬の低悪

性度リンパ腫が臨床獣医師に理解され積極的に検査が実

施される時代が到来した結果と考えられた

猫のリンパ腫では，消化器型リンパ腫が多いことから

超音波診断装置の普及並びに検査の質の向上により診断

率が向上した可能性が推察されたまた，低悪性度リン

パ腫は慢性腸症との鑑別が難しい消化器型リンパ腫が多

いことから診断率が 11.4%と低くなったと考えられた.

犬の肥満細胞腫において Patnaik分類不明が55.6%

と多い結果は，調査時に Patnaik分類を要求していない

ことに加え，皮膚以外の肥満細胞腫や細胞診により判定

したなどPatnaik分類非適用例が多いことが影響したと

考えられた.

今回，猫の皮膚肥満細胞腫は，臨床的に良性挙動を示

す例が圧倒的に多く，自然に退縮する組織型も知られて

いる口5J ことから良性腫蕩に分類した内臓型肥満

細胞腫は 1例のみ存在し悪性腫傷に分類した

悪性腫蕩と診断された犬種で上位を占めたミニチュア

ダックスフントは，ジャパンケネルクラブが公表してい

る2015年の国内登録頭数が21，000頭と多く登録され

ているが，ラブラドールレトリーパーは，約 4，000頭，

ゴールデンレトリーパーは約 5，600頭と登録頭数が少な

いにもかかわらず，第3位と第4位と上位であることは，

過去の報告 [5，16J と一致して悪性腫蕩好発犬種と考

えられたこれら大型犬が悪性腫蕩好発犬種であるた

め，悪性腫蕩群は良性腫蕩群に比較して有意に体重が重

いことを支持すると考えられた

猫の腫蕩では，リンパ腫が圧倒的に高い比率を占めて

おり，過去の報告 [4J と異なっていたこの理由は不

明であるが，猫の診療では常にリンパ腫を考慮した診断

アプロ}チが重要で、あると考えられた.

統計学的に，犬も猫も高齢に悪性腫蕩が有意に多く，

図lで示すように犬猫ともに6歳以降で腫蕩の発生に増

加傾向が認められた.悪性腫蕩の原因として老化が一つ

の原因であることなど悪性腫蕩発症メカニズムによると

考えられた日7].

今回，病理組織学的または細胞学的に確定診断された

比率が犬39.7%，猫42.5%であった確定診断に至ら

ない要因は，動物が組織採材の侵襲に耐えられないこと

や，飼い主が望まないケースや獣医師が実施しないケー

スなど多くの要因があり，一概に確定診断率が低いと判

断すべきではないが，確定診断なく的確な治療を施すこ

とは難しいことが推察されるため，確定診断率を向上す

るよう努力すべきであると考えられた.

また，体表腫癌が多い傾向が認められた.これは過去

の報告とも一致しており [4，5，7J.体表に存在する腫

蕩のため容易に発見され来院率が高い結果と考えられ

た.

腫蕩主訴率が，およそ 50%である結果から， 6歳齢

以上の腫蕩発生増加年齢層では，腫蕩を考慮した診断ア

プローチが重要と考えられた

1年と短い症例集積期間で症例数は少ないが，欧米に

おける報告や囲内の2次診療施設からの報告とは異なる

調査結果が得られたことは，本邦の臨床獣医師にとって

有益な情報が追加されたと考えられた

今回の調査では実施されていないグレード評価や細胞

診による確定診断率など追加検討は必要であり，今後さ

らに症例数を増やし，より詳細な情報集積を継続調査し

たいと考えている.
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An Epidemiological Survey of Neoplastic Diseases in Dogs and Cats at 26 Primary 

Care Veterinary Hospitals in ]apan 
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SUMMARY 

An epidemiological survey was conducted on neoplastic diseases in dogs and cats at 26 hospitals in Japan 

mainly dedicated to primary medical care. Neoplastic diseases were found in 1，902 of 19，870 dogs (9.6%) and 
334 of 6，008 cats (5.6%) during the initial visit. The most common malignant diseases in dogs were mast cell 
tumors， lymphoma， and malignant melanoma， whereas those in cats were lymphoma， malignant mammary 

gland tumors， and squamous cell carcinoma. Approximately 50% of the patients with confirmed neoplasms had 
visited veterinary hospitals with chief complaints suggestive of a neoplastic disease. Malignant tumors tend to 

be observed more often in large-sized dogs and in dogs and cats of an advanced age. 

一一一 Keywords : cat， dog， neoplastic disease. 
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